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　関所がある白河の地は、戊辰戦争に
おいても最重要視されており、通過点
ではなく、一つの大きな関門でした。
両軍の慰霊碑などが数多く残っている
のは、白河には寺院がたくさんあり、
その信仰心が根付いていたからではな
いでしょうか。
　昭和 12 年、戊辰 70 年記念式典が
行われているように、白河の人々はそ
の慰霊の心を継承してきました。東
軍・西軍と区別せずに慰霊ができるの
も白河の地だからこそです。萩市とは、
白河踊りが伝承されているほかにも
様々な縁があり、萩市の画家・松

ま つ

林
ばやし

白河戊辰150周年記念事業
実行委員会会長

　人
ひと

見
み

 光
みつ

太
た

郎
ろう

さん ▲南湖「共楽亭」で行われた戊辰70年記念式典

「仁」の心を受け継ぎ、伝えていく

桂
け い

月
げ つ

は、旧白河藩家老一族の出である
松
ま つ

林
ばやし

孝
こ う

子
こ

と結婚しました。
　先祖からの「仁」の心を受け継ぎ、未
来へ伝えていくことが、私たちの使命
であり、記念事業をきっかけに白河を
全国にも PR したいと考えています。

白河市・萩市交流の軌跡

　白河踊りが山口県内の各地で踊られていることを
知っていますか？白河の地で激戦を繰り広げた長州
藩に、なぜ白河踊りが伝わったのでしょうか。

▲12月１日、鈴木市長が藤
ふじ

道
みち

健
けん

二
じ

萩市長を表敬訪問し、
　７月に開催される合同慰霊祭への参加や次世代の交
　流などを提案しました。

長
ちょう

寿
じゅ

院
いん

（本町北裏）
の戦死墓などを巡り、
盆踊り大会で両市民
が交流を深めました。

白河踊りの伝来
　戊辰戦争時、白河の領民が戦死者を弔い、盆踊り
で死者の霊を慰めていたところに、長州から参戦し
た諸隊兵士も盆踊りの輪に入って、戦友の霊を慰め
たと伝えられています。戦いの後、ふるさと萩に戻
った諸隊兵士にとって、白河踊りを踊ることが戦友
への慰霊であったことから、そのような思いが各地
に広まったのではないかと考えられています。

萩市との交流
　白河市と萩市は、白河踊りを通して、これまで様々
な交流を重ねてきました。戊辰戦争 140 年を迎え
た平成 20 年には、市長と市民団体の方々が萩市に
招かれ、一緒に白河踊りを踊りました。
　また、平成 26 年には、萩市長をはじめ 40 名の
萩市民が白河市を訪れて、市内の慰霊碑などを巡り、
しらかわ盆踊り大会にも参加しました。

子ども心のふるさと交流事業
　今回の記念事業では、次世代を担う両市の小・中
学生たちが、歴史を学び、見つめ直すための交流事
業を予定しています。

平成26年実施
萩市民号の様子

② ③ ④ ⑤①

ラウンジ　～様々な情報をお届け～ラウンジ　～様々な情報をお届け～
輝きの記録

ちょっといいはなし

2017全世界青少年空手道選手権大会出場

地縁による団体功労者総務大臣表彰を受賞

地方自治法施行70周年記念総務大臣表彰を受賞

県知事表彰・総務大臣表彰・県統計協会名誉会長表彰
経済産業省所管統計調査功労統計調査員感謝状を受賞

（11月25日・26日／東京都
　渋谷区）

①阿
あ

部
べ

宇
た か

紘
ひ ろ

さん（白河旭高２ 
　年）／組手・少年16～17
　歳70kg以下

①北
き た

島
じ ま

節
せ つ

子
こ

さん／県知事表彰・
総務大臣表彰 ②増

ま し

子
こ

茂
も

市
い ち

さん／
総務大臣表彰 ③國

く に

井
い

孝
た か

夫
お

さん／
県統計協会名誉会長表彰 ④酒

さ か

井
い

智
と も

子
こ

さん／県統計協会名誉会長表彰
⑤川

か わ

瀬
せ

ムツ子
こ

さん／経済産業省
所管統計調査功労統計調査員感謝状

　12月７日、安
や す

田
だ

好
よ し

伸
の ぶ

さん
（本町）が、総務大臣表彰の
受賞報告に訪れました。
　永年にわたり、本町町内会
長として、地域社会の維持と
形成に尽力されたことが評価
されたものです。

　12月11日、㈱楽市白河代
表取締役の鈴

す ず

木
き

雅
ま さ

文
ふ み

さんと、
同取締役の古

ふ る

川
か わ

直
な お

文
ぶ み

さんが、
総務大臣表彰の受賞報告に訪
れました。
　市行政に積極的に参画され
たことが評価されたもので、
県内の民間団体では唯一の受
賞となりました。

②永
な が

戸
と

葵
あおい

さん（白二中３年）
　／型競技・中学生女子① ②

▲（左から）鈴木雅文さん、古川直文さん
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右
翼
隊

中
央
隊

左
翼
隊

南湖

稲荷山

白坂

阿武隈川

谷津田川

奥
州
街
道

小峰城

小丸山

大
垣
藩

長
州
藩

薩
摩
藩 忍

　藩

大
垣
藩

長
州
藩

薩
摩
藩

同盟軍

新政府軍

松並
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◀稲荷山からは、新政府軍が
　陣取っていた小丸山を一望
　でき、新政府軍の迫りくる
　砲弾や陣形を想像すること
　ができます。

▶南湖の棚倉藩慰霊碑

激戦地だった松並には同盟軍、
新政府軍の慰霊碑が向かい合
って建てられています。

▲平成27年に建てられた稲荷山の慰
　霊碑には、約千人の戦殉難者の名
　前が刻まれています。

小丸山 旧奥州街道
　　↓

▲会津藩士を慰霊する
　銷

しょう
魂
こん
碑(左)と戦死墓(右)

▲長州大垣藩戦死
　六名墓

戊
辰
戦
争
の
は
じ
ま
り

　
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
１
月
、

京
都
の
鳥
羽
・
伏
見
で
旧
幕
府
軍
と

薩
長
軍
が
衝
突
し
、
戊
辰
戦
争
が
始

ま
り
ま
し
た
。
４
月
に
は
江
戸
が
無

血
開
城
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
政
府
軍

は
会
津
征
討
を
目
的
に
東
北
へ
進
出

し
て
き
ま
す
。

空
き
城
だ
っ
た
小
峰
城
（
白
河
城
）

　
白
河
藩
主
で
あ
り
幕
府
老
中
だ
っ

た
阿あ

部べ

正ま
さ

外と
う

は
、
神
戸
開
港
問
題
に

よ
り
、
蟄ち

っ

居き
ょ

謹
慎
の
処
分
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
子
の
正ま

さ

静き
よ

が

家
督
を
継
ぐ
も
、
白
河
か
ら
棚
倉
藩

へ
転
封
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
小
峰
城

は
藩
主
不
在
と
い
う
特
殊
な
状
況
下

で
戊
辰
戦
争
を
迎
え
ま
す
。

小
峰
城
の
戦
い
①
閏う

る
う４
月
20
日

　
新
政
府
軍
の
命
令
で
、
二
本
松
藩

な
ど
東
北
諸
藩
が
守
備
し
て
い
た
小

峰
城
を
会
津
藩
が
攻
撃
し
ま
し
た
。

会
津
藩
に
同
情
的
で
あ
っ
た
東
北
諸

　
約
１
０
０
日
間
に
及
ん
だ
白
河

戊
辰
戦
争
の
戦
死
者
は
、
両
軍
合

わ
せ
て
千
名
以
上
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
体
、
ど
の
よ
う
な
戦

い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

藩
の
守
備
兵
は
、
城
の
一
部
を
焼

い
て
撤
退
し
ま
し
た
。

小
峰
城
の
戦
い
②
閏
４
月
25
日

　
会
津
征
討
を
強
要
す
る
長
州
藩

の
世せ

良ら

修し
ゅ
う

蔵ぞ
う

を
仙
台
藩
士
ら
が

斬
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
東

北
諸
藩
は
新
政
府
軍
に
徹
底
抗
戦

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
政
府

軍
は
、
宇
都
宮
方
面
か
ら
進
軍
し

ま
し
た
が
、
会
津
率
い
る
同
盟
軍

が
勝
利
し
ま
し
た
。

小
峰
城
の
戦
い
③
５
月
１
日

　
初
戦
に
敗
れ
た
新
政
府
軍
は
、

白
坂
か
ら
三
方
面
へ
進
軍
し
、
稲

荷
山
を
中
心
に
最
大
の
戦
い
が
あ

り
ま
し
た
。
同
盟
軍
の
兵
数
は
新

政
府
軍
よ
り
勝
っ
て
い
ま
し
た
が
、

巧
み
な
作
戦
や
用
兵
、
強
力
な
銃

砲
な
ど
に
よ
り
、
た
っ
た
１
日
で

多
く
の
同
盟
軍
兵
士
が
戦
死
し
、

小
峰
城
も
新
政
府
軍
に
占
拠
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
…

　
７
月
末
ま
で
の
お
よ
そ
３
か
月

間
、
同
盟
軍
は
小
峰
城
の
奪
還
を

試
み
ま
す
が
、
連
携
不
足
や
、
指

揮
官
不
在
な
ど
の
理
由
で
失
敗
に

終
わ
り
ま
し
た
。
棚
倉
城
も
落
城

し
、
９
月
22
日
に
は
会
津
藩
が
降

伏
し
ま
し
た
。

▲５月１日の戦い（新政府軍の進軍図）
　新政府軍は、中央隊が稲荷山を中心に攻撃すると見せかけ
　て同盟軍を一か所に集中させ、手薄になったところを右翼
　隊・左翼隊が突破し、小峰城を占拠しました。

白
河
戊
辰
戦
争

　
　
お
さ
ら
い

　
市
内
に
は
、
戦
死
者
を
敵
味

方
の
分
け
隔
て
な
く
手
厚
く
弔

う
多
く
の
慰
霊
碑
・
墓
が
あ
り

ま
す
。（
写
真
は
そ
の
一
部
）

下
水
道
へ
の
早
期
接
続

矢
吹
原
土
地
改
良
区

専
任
職
員

放
送
大
学
４
月
入
学
生

農
業
用
ハ
ウ
ス
の
雪
害

対
策 案

内

お
願
い

募
集

白
河
市
議
会
中
継
サ
イ
ト

自
動
車
事
故
被
害
者
救

済
制
度

ま
た
、
加
温
の
た
め
ハ
ウ
ス
内
に

家
庭
用
暖
房
器
な
ど
を
持
ち
込
む

場
合
は
、
火
災
や
一
酸
化
炭
素
中

毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

《
被
害
防
止
の
た
め
の
事
前
対
策
》

　
冬
期
間
に
使
用
し
な
い
ハ
ウ
ス

の
ビ
ニ
ー
ル
は
事
前
に
撤
去
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

の
補
強
対
策
と
し
て
、
筋
交
い
直

管
や
中
柱
（
仮
支
柱
）
な
ど
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

問
本
庁
舎
農
政
課
　
内
２
２
２
５

◦
対
象
者
　
自
動
車
事
故
に
よ
り

保
護
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重

い
後
遺
障
害
を
残
す
こ
と
と
な
っ

た
家
庭
の
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児

童
・
生
徒

◦
貸
付
金
額
　
▽
一
時
金
　
15
万

５
千
円
　
▽
月
額
　
１
万
円
ま
た

は
２
万
円
（
無
利
息
）
　
▽
入
学

支
度
金
　
４
万
４
千
円

◦
貸
付
期
間
　中
学
校
卒
業
の
月

ま
で

◦
貸
付
条
件
　生
活
困
窮
家
庭

◦
返
還
　原
則
と
し
て
20
年
以
内

の
月
々
均
等
払
い

問
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
福
島
支
所
☎
０
２
４
︲
５

２
２
︲
６
６
２
６

　　◦
職
種
　
総
務
係
専
任
職
員
１
名
、

事
業
係
専
任
職
員
２
名

◦
応
募
期
限

　１
月
10
日
㈬

◦
応
募
要
件

　普
通
自
動
車
第
一

種
運
転
免
許
を
有
し
て
い
る
こ
と
、

年
齢
・
学
歴
は
不
問

◦
募
集
要
項

　矢
吹
原
土
地
改
良

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
応
募
の
際
に
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
紹
介
状
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
矢
吹
原
土
地
改
良
区
☎
�
３
１

２
１

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ・ラ
ジ
オ・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が

ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
、
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で

い
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
平
成
30
年
４
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い

資
料
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
気

取
る
な
ど
、
油
を
極
力
流
さ
な
い

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
下
水
道
課
　
内
２
２
３

６　　
白
河
市
議
会
で
は
、
開
か
れ
た

議
会
の
実
現
の
た
め
、
本
会
議
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
お
よ
び
録

画
配
信
を
、
平
成
29
年
10
月
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
も
視
聴
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
議
会
事
務
局
　
内
２
４
１
２

　　
降
雪
の
多
く
な
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

な
ど
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
除
雪
作
業
の
安
全
確
保
》

　
除
雪
作
業
を
行
う
場
合
は
、
人

命
優
先
で
す
。
安
全
を
確
保
し
た

上
で
、
複
数
人
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
出
願
期
限
　
２
月
28
日
㈬
（
第

１
回
）、
３
月
20
日
㈫
（
第
２
回
）

問
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
︲
９
２
１
︲
７
４
７
１

　
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
で
、

ご
家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
を
直
接

下
水
道
に
流
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
悪
臭
や
害
虫
の
発
生

を
抑
え
、
生
活
環
境
が
改
善
さ
れ

る
ほ
か
、
道
路
側
溝
や
河
川
が
き

れ
い
に
な
り
、
自
然
環
境
を
守
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
清
潔
で
住
み
良
い
街
に
す
る
た

め
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ
接
続
さ
れ

て
い
な
い
ご
家
庭
は
、
下
水
道
へ

の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の
地
域

を
対
象
に
、
早
期
接
続
の
た
め
の

助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
既
に
接
続
さ
れ
て
い
る

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
水
道
の

つ
ま
り
や
悪
臭
を
防
止
す
る
た
め
、

食
器
を
洗
う
前
に
油
汚
れ
を
拭
き

広報しらかわ　2018.1（H30)23

くらしの情報館


